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参

考
様

式
２
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事

前
点

検
シ

ー
ト

１
　

計
画

全
体

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

欄

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２
　

個
別

事
業

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

欄

ー ー

事
業

の
推

進
体

制
は

確
立

さ
れ

て
い

る
か

目
標

及
び

事
業

活
用

活
性

化
計

画
目

標
が

、
農

山
漁

村
の

活
性

化
の

た
め

の
定

住
等

及
び

地
域

間
交

流
の

促
進

に
関

す
る

法
律

及
び

同
法

に
基

づ
き

国
が

策
定

す
る

基
本

方
針

と
適

合
し

て
い

る
か

「
地

域
間

交
流

等
の

促
進

に
資

す
る

太
陽

光
発

電
施

設
」
を

事
業

活
性

化
計

画
目

標
と

し
て

お
り

実
施

要
領

の
第

４
の

1
の

（
２

）
に

合
致

し
て

い
る

。
当

該
施

設
の

整
備

に
伴

う
地

域
に

お
け

る
c
o
2
排

出
量

削
減

に
よ

り
、

地
域

の
自

然
環

境
保

全
が

出
来

る
と

共
に

当
該

施
設

を
核

と
し

て
地

域
間

交
流

の
推

進
を

行
う

事
を

目
的

と
し

て
お

り
、

法
律

及
び

基
本

方
針

と
合

致
し

て
い

る
。

項
　

　
　

　
目

判
　

断
　

根
　

拠

６
０

０
，

０
０

０
，

０
０

０
円

＊
５

５
％

＝
３

３
０

，
０

０
０

，
０

０
０

円
（
交

付
限

度
額

）
≦

３
３

０
，

０
０

０
，

０
０

０
円

（
交

付
金

要
望

額
）

本
地

域
は

特
定

農
山

村
法

の
指

定
地

域
で

あ
り

実
施

要
領

別
表

２
要

件
類

別
３

３
の

規
定

に
よ

り
交

付
率

５
５

％
と

す
る

交
付

金
要

望
額

は
交

付
限

度
額

（
事

業
費

×
交

付
額

算
定

交
付

率
）
の

範
囲

内
か

市
、

茅
ヶ

岳
土

地
改

良
区

、
施

設
管

理
者

で
あ

る
（
財

）
北

杜
市

農
業

振
興

公
社

と
連

携
を

行
い

推
進

体
制

を
確

立
し

て
い

る
。

目
標

及
び

事
業

活
用

活
性

化
計

画
目

標
と

事
業

内
容

の
整

合
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
活

性
化

計
画

の
目

標
で

あ
る

交
流

人
口

の
増

及
び

環
境

学
習

の
取

組
の

活
発

化
に

資
す

る
と

し
て

事
業

活
性

化
目

標
を

太
陽

光
発

電
施

設
を

活
用

し
た

先
進

的
な

農
業

基
盤

の
確

立
に

よ
る

地
域

間
交

流
の

増
及

び
自

然
環

境
の

保
全

に
向

け
た

取
り

組
み

と
し

て
い

る
た

め
、

整
合

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

（
法

第
五

条
第

２
項

第
３

号
二

）

計
画

期
間

・
実

施
期

間
は

適
切

か
目

標
達

成
見

込
み

及
び

事
業

量
・
事

業
費

及
び

電
気

事
業

者
と

の
協

議
に

必
要

日
数

か
ら

判
断

し
て

計
画

期
間

5
年

実
施

期
間

4
年

間
と

し
て

い
る

。

市
町

村
振

興
計

画
、

農
業

振
興

地
域

整
備

計
画

、
土

地
改

良
事

業
計

画
、

森
林

・
林

業
基

本
計

画
、

特
定

漁
港

漁
場

整
備

事
業

計
画

そ
の

他
各

種
関

連
制

度
・
施

策
と

の
連

携
、

配
慮

、
調

和
等

が
図

ら
れ

て
い

る
か

県
施

策
と

し
て

の
「
山

梨
県

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
」
(平

成
２

１
年

３
月

制
定

）
に

よ
り

農
村

地
域

の
Ｃ

Ｏ
２

排
出

削
減

が
定

め
ら

れ
て

お
り

_(
、

本
事

業
は

当
該

計
画

に
基

づ
き

実
施

を
行

う
。

更
に

「
山

梨
グ

リ
ー

ン
ニ

ュ
ー

デ
ィ

ー
ル

計
画

」
（
平

成
２

１
年

６
月

制
定

）
に

お
い

て
も

農
村

地
域

で
の

太
陽

光
発

電
施

設
設

置
が

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
北

杜
市

農
業

振
興

計
画

に
お

い
て

も
、

「
地

域
農

業
の

情
報

発
信

と
し

て
市

内
に

存
在

す
る

施
設

を
訪

れ
る

都
市

住
民

に
向

け
て

地
域

農
業

の
紹

介
や

新
規

参
入

へ
の

情
報

提
供

を
行

い
、

新
た

な
就

農
者

の
確

保
を

図
る

」
と

あ
る

な
ど

交
流

に
よ

る
農

村
地

域
の

活
性

化
を

掲
げ

て
お

り
、

施
策

と
の

調
和

が
図

ら
れ

て
い

る
。

活
性

化
計

画
及

び
交

付
対

象
事

業
別

概
要

は
関

係
農

林
漁

業
者

を
は

じ
め

と
し

た
地

域
住

民
等

の
合

意
形

成
を

基
礎

と
し

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

本
県

で
は

、
平

成
２

１
年

か
ら

、
「
や

ま
な

し
グ

リ
ー

ン
デ

ィ
ー

ル
計

画
」
に

基
づ

き
、

農
村

地
域

低
炭

素
化

社
会

の
実

現
に

向
け

た
取

り
組

み
を

推
進

し
て

お
り

、
太

陽
光

発
電

の
農

村
地

域
へ

の
導

入
促

進
を

重
点

施
策

と
し

て
、

位
置

づ
け

て
お

り
、

県
の

計
画

に
基

づ
く
モ

デ
ル

事
業

と
し

て
、

県
が

事
業

と
し

て
行

な
い

、
ま

た
、

北
杜

市
明

野
町

は
、

日
照

時
間

日
本

一
の

地
区

で
あ

り
、

安
定

し
た

発
電

量
が

期
待

で
き

、
同

市
は

、
総

務
省

の
「
環

境
都

市
」
に

応
募

す
る

な
ど

エ
ネ

ル
ギ

ー
施

策
を

積
極

的
に

推
進

し
て

い
る

展
開

し
て

い
る

た
め

、
自

然
・
資

源
保

全
施

設
の

整
備

を
契

機
と

し
た

地
域

の
活

性
化

に
対

す
る

地
域

の
強

い
要

望
を

踏
ま

え
て

市
が

事
業

の
実

施
を

希
望

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
合

意
形

成
に

つ
い

て
は

問
題

は
な

い
。

増
改

築
等

若
し

く
は

合
体

又
は

古
材

を
利

用
し

た
施

設
整

備
を

行
う

場
合

は
、

農
山

漁
村

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
交

付
金

実
施

要
領

の
運

用
に

定
め

る
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
他

の
事

業
と

の
合

体
施

工
や

古
材

等
を

利
用

し
て

整
備

を
行

う
も

の
で

は
な

い
。

山
梨

県
計

画
主

体
名

計
画

期
間

実
施

期
間

 Ｈ
２

１
 ～

Ｈ
２

５
 Ｈ

２
１

 ～
H

２
４

総
事

業
費

（
交

付
金

）
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ６

０
０

，
０

０
０

千
円

 （
　

　
３

３
０

，
０

０
０

千
円

）

項
　

　
　

　
目

判
　

断
　

根
　

拠

自
力

若
し

く
は

他
の

助
成

に
よ

っ
て

実
施

中
又

は
既

に
完

了
し

た
施

設
等

を
本

交
付

金
に

切
り

替
え

て
交

付
対

象
と

す
る

も
の

で
な

い
か

自
力

又
は

他
の

助
成

か
ら

の
切

り
替

え
で

な
い

新
規

事
業

で
あ

る
。



○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
備

品
は

交
付

対
象

と
し

て
い

な
い

。

供
給

対
象

施
設

の
需

要
量

は
年

間
約

6
0
万

ｋ
ｗ

ｈ
の

電
力

量
が

必
要

で
あ

り
、

今
回

増
工

す
る

分
を

含
め

た
年

間
総

発
電

量
も

約
6
0
万

kw
h
と

需
要

範
囲

内
で

の
施

設
規

模
決

定
で

あ
る

。
ま

た
、

農
地

と
し

て
の

利
用

価
値

が
低

く
、

活
用

が
難

し
い

法
面

に
太

陽
光

発
電

施
設

を
設

置
す

る
こ

と
で

土
地

の
有

効
活

用
を

行
な

っ
て

お
り

、
当

該
施

設
周

辺
に

ま
と

ま
っ

た
面

積
の

余
地

が
無

く
今

回
の

計
画

地
へ

の
施

工
が

最
適

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

積
算

は
、

当
地

区
の

実
績

に
基

づ
い

て
、

積
算

を
し

て
お

り
、

過
大

な
積

算
と

は
な

っ
て

い
な

い
。

過
大

な
積

算
と

し
て

い
な

い
か

宿
白

等
を

行
う

施
設

で
は

無
い

為
、

通
年

の
活

用
を

想
定

し
て

い
る

。

発
電

施
設

に
よ

る
発

電
量

は
、

周
辺

農
業

施
設

の
需

要
量

を
考

慮
し

た
、

適
切

な
施

設
規

模
で

あ
り

、
施

設
整

備
は

妥
当

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

る
。

設
置

場
所

は
施

工
済

み
箇

所
と

隣
接

し
て

お
り

、
農

地
と

し
て

の
利

用
価

値
が

低
く
活

用
が

難
し

い
法

面
を

有
効

活
用

し
、

遮
蔽

物
が

無
く
発

電
施

設
の

設
置

に
は

適
し

て
お

り
一

体
的

に
設

置
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

効
率

的
に

電
力

供
給

が
行

え
る

と
共

に
地

区
の

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

削
減

に
大

き
く
寄

与
出

来
る

と
考

え
れ

る
。

ま
た

、
周

辺
に

あ
る

既
存

施
設

を
活

用
し

、
研

修
な

ど
行

い
、

地
域

と
連

携
し

受
入

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
で

都
市

と
農

村
交

流
と

し
て

位
置

け
ら

れ
る

と
考

え
て

い
る

。

備
品

は
交

付
対

象
と

し
て

適
正

か
（
汎

用
性

の
高

い
も

の
を

交
付

対
象

と
し

て
い

な
い

か
）

本
地

域
で

は
周

辺
に

あ
る

既
存

施
設

の
活

用
に

よ
り

研
修

な
ど

行
い

、
新

た
な

施
設

の
設

置
は

し
な

い
。

周
辺

に
あ

る
既

存
施

設
の

活
用

に
よ

り
研

修
な

ど
行

い
、

地
域

と
連

携
し

受
入

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
で

都
市

と
農

村
交

流
に

資
す

る
の

も
と

考
え

て
い

る
。

附
帯

施
設

は
交

付
対

象
と

し
て

適
正

か
（
必

要
性

は
あ

る
か

、
汎

用
性

の
高

い
も

の
を

交
付

対
象

と
し

て
い

な
い

か
）

建
設

・
整

備
コ

ス
ト

の
低

減
に

努
め

て
い

る
か

利
用

対
象

者
、

利
用

時
期

な
ど

施
設

の
利

用
形

態
を

検
討

し
て

い
る

か 施
設

等
の

規
模

や
設

置
場

所
、

地
域

に
お

け
る

他
の

施
設

と
の

有
機

的
な

連
携

等
、

当
該

施
設

等
の

利
用

環
境

等
に

つ
い

て
検

討
さ

れ
て

い
る

か

事
業

費
積

算
等

は
適

正
か

個
人

に
対

す
る

交
付

で
は

な
い

か
、

ま
た

目
的

外
使

用
の

お
そ

れ
が

な
い

か
完

成
後

は
、

北
杜

市
の

財
産

と
な

る
が

、
同

市
は

、
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
の

策
定

を
行

な
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
施

策
を

積
極

的
に

展
開

し
て

お
り

、
そ

の
施

策
の

中
で

、
適

正
に

維
持

管
理

を
行

な
っ

て
い

く
こ

と
か

ら
、

目
的

外
使

用
の

お
そ

れ
は

な
い

。
ま

た
、

事
業

規
模

は
、

地
域

内
に

お
け

る
か

ん
が

い
用

の
ポ

ン
プ

等
の

農
業

の
た

め
の

施
設

に
供

給
を

行
な

い
そ

の
需

要
量

の
範

囲
内

で
あ

る
こ

と
か

ら
も

、
目

的
外

使
用

に
該

当
し

な
い

。

施
設

等
の

利
活

用
の

見
通

し
等

は
適

正
か

県
内

の
同

種
の

資
源

活
用

施
設

の
施

工
地

区
に

お
い

て
年

間
約

１
２

０
０

人
の

来
訪

者
が

あ
り

市
全

域
の

学
校

教
育

に
利

用
さ

れ
て

お
り

本
地

区
で

も
同

様
に

交
流

活
動

が
見

込
め

る
。

該
当

な
し

地
域

間
交

流
の

拠
点

と
な

る
施

設
に

あ
っ

て
は

当
該

地
区

の
入

り
込

み
客

数
や

都
市

と
の

交
流

状
況

（
現

状
と

今
後

の
見

込
み

）
を

踏
ま

え
て

い
る

か

近
隣

市
町

村
の

類
似

施
設

等
の

賦
存

状
況

と
利

用
状

況
等

を
踏

ま
え

て
い

る
か

農
山

漁
村

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
交

付
金

費
用

対
効

果
算

定
要

領
に

基
づ

き
算

定
さ

れ
た

投
資

効
果

率
は

１
．

０
２

で
あ

り
、

１
．

０
以

上
で

あ
る

。

事
業

内
容

、
事

業
実

施
主

体
等

に
つ

い
て

は
実

施
要

綱
等

に
定

め
る

要
件

等
を

満
た

し
て

い
る

か

事
業

内
容

は
、

実
施

要
綱

第
３

第
１

項
（
１

）
交

付
対

象
事

業
の

（
１

）
に

あ
る

別
表

に
お

い
て

（
４

）
そ

の
他

省
令

で
定

め
る

事
業

の
事

業
名

欄
に

あ
る

地
域

資
源

循
環

活
用

施
設

に
該

当
し

て
い

る
。

事
業

実
施

主
体

は
、

同
表

の
事

業
実

施
主

体
欄

に
あ

る
山

梨
県

に
該

当
す

る
。

ま
た

本
地

区
は

農
業

振
興

地
域

内
で

あ
り

、
県

施
策

と
し

て
の

「
山

梨
県

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
」
に

よ
り

農
村

地
域

の
Ｃ

Ｏ
２

排
出

削
減

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
山

梨
県

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
」
中

に
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
部

門
別

削
減

目
標

の
中

で
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
に

よ
る

削
減

が
－

１
９

１
千

to
n
－

c
o
2
削

減
と

な
っ

て
お

り
本

施
設

に
つ

い
て

も
そ

の
中

に
含

ま
れ

て
お

り
、

想
定

で
約

5
4
0
to

n
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
削

減
が

期
待

出
来

る
。

発
電

に
よ

る
電

力
は

近
隣

の
農

業
関

連
施

設
へ

の
供

給
を

行
う

上
記

の
費

用
対

効
果

分
析

に
よ

る
算

定
結

果
が

１
．

０
以

上
と

な
っ

て
い

る
か

事
業

に
よ

る
効

果
の

発
現

は
確

実
に

見
込

ま
れ

る
か

平
成

1
9
年

８
月

１
日

付
け

1
9
企

第
1
0
6
号

農
林

水
産

省
大

臣
官

房
長

通
知

（
平

成
1
9
年

3
月

2
8
日

付
け

1
8
企

第
1
5
9
6
号

農
林

水
産

省
農

村
振

興
局

通
知

）
に

基
づ

き
、

土
地

改
良

事
業

の
費

用
対

効
果

分
析

に
関

す
る

基
本

方
針

に
よ

り
算

定
さ

れ
て

い
る

。

費
用

対
効

果
分

析
の

手
法

は
適

切
か

（
農

山
漁

村
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援

交
付

金
費

用
対

効
果

算
定

要
領

（
平

成
1
9
年

８
月

１
日

付
け

1
9
企

第
1
0
6
号

農
林

水
産

省
大

臣
官

房
長

通
知

）
に

よ
り

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

）

交
付

対
象

と
す

る
施

設
等

は
減

価
償

却
資

産
の

耐
用

年
数

等
に

関
す

る
省

令
（
昭

和
4
0
年

大
蔵

省
令

第
3
4
号

）
別

表
等

に
よ

る
耐

用
年

数
が

お
お

む
ね

５
年

以
上

の
も

の
で

あ
る

か
国

税
庁

「
原

価
償

却
資

産
の

耐
用

年
数

に
関

す
る

省
令

　
　

別
表

２
　

」
に

お
け

る
「
５

５
　

前
掲

の
機

械
及

び
装

置
以

外
の

も
の

」
の

「
主

と
し

て
金

属
以

外
の

も
の

」
の

１
７

年
を

適
用

し
て

お
り

５
年

以
上

で
あ

る
。
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注
１

　
項

目
に

つ
い

て
該

当
が

無
い

場
合

は
チ

ェ
ッ

ク
欄

に
「
－

」
を

記
入

す
る

こ
と

。
 　

２
  
事

前
点

検
シ

ー
ト

は
、

公
表

す
る

も
の

と
す

る
。

判
断

の
根

拠
と

な
っ

た
資

料
に

つ
い

て
も

あ
わ

せ
て

公
表

す
る

も
の

と
す

る
。

収
支

を
伴

う
施

設
等

に
あ

っ
て

は
収

支
計

画
を

策
定

し
て

い
る

か
。

ま
た

、
事

業
費

で
5
,0

0
0
万

円
以

上
の

も
の

に
つ

い
て

は
経

営
診

断
を

受
け

、
適

正
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

か

整
備

後
に

お
い

て
施

設
の

管
理

・
運

営
が

適
正

に
行

わ
れ

る
見

込
み

で
あ

る
か

整
備

し
た

施
設

は
県

の
条

例
に

基
づ

き
市

が
県

か
ら

譲
与

を
受

け
て

維
持

管
理

し
て

い
く
こ

と
を

前
提

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

維
持

管
理

計
画

は
問

題
な

い
。

更
新

に
必

要
な

資
金

は
市

の
財

源
に

よ
る

。
維

持
管

理
計

画
は

適
正

か
（
施

設
の

管
理

・
更

新
に

必
要

な
資

金
は

検
討

済
み

か
）

施
設

用
地

が
確

保
さ

れ
て

い
る

又
は

確
保

さ
れ

る
見

通
し

が
つ

い
て

い
る

か

当
該

用
地

は
農

業
振

興
公

社
の

所
有

地
で

あ
り

、
区

画
整

理
工

事
後

に
、

北
杜

市
の

農
新

計
画

の
見

直
し

に
合

わ
せ

農
業

用
施

設
用

地
に

設
定

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
当

該
用

地
は

農
業

振
興

公
社

の
所

有
地

で
あ

り
、

市
と

公
社

で
使

用
協

定
を

結
ぶ

予
定

で
あ

り
、

借
地

は
行

わ
な

い
。

今
回

整
備

す
る

太
陽

光
発

電
施

設
は

、
二

酸
化

炭
素

の
削

減
や

電
力

供
給

に
よ

る
地

域
農

業
の

振
興

を
目

的
と

し
、

近
隣

農
家

も
使

用
可

能
な

か
ん

が
い

ポ
ン

プ
、

育
苗

施
設

、
堆

肥
セ

ン
タ

ー
へ

電
力

を
供

給
す

る
も

の
で

あ
り

、
あ

く
ま

で
も

農
業

関
連

に
活

用
す

る
こ

と
が

担
保

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
農

業
用

施
設

の
付

帯
施

設
と

し
て

整
備

す
る

も
の

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
そ

の
用

地
は

農
振

法
第

３
条

第
４

号
に

規
定

す
る

農
業

用
施

設
に

設
置

す
る

。

市
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
施

策
に

基
づ

き
、

農
村

地
域

に
お

け
る

安
定

し
た

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

一
層

の
確

保
と

環
境

施
策

へ
の

意
識

向
上

に
資

す
る

た
め

の
モ

デ
ル

的
な

施
設

で
あ

り
、

適
正

な
管

理
運

営
を

行
な

う
こ

と
で

、
十

分
な

効
果

を
発

揮
で

き
る

も
の

と
考

え
て

い
る

。

整
備

予
定

場
所

は
、

集
客

の
立

地
性

、
農

林
漁

業
者

の
利

便
性

等
、

施
設

の
設

置
目

的
か

ら
勘

案
し

て
適

正
か

本
計

画
を

実
施

す
る

北
杜

市
の

日
照

時
間

は
年

間
2
,0

8
1
時

間
で

全
国

平
均

（
1
,9

3
4
時

間
）
に

比
べ

て
長

く
、

特
に

本
施

設
の

設
置

箇
所

の
同

市
明

野
町

は
、

従
来

か
ら

日
照

時
間

日
本

一
を

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

と
し

太
陽

を
テ

ー
マ

に
県

内
外

へ
Ｐ

Ｒ
し

て
い

る
。

特
に

太
陽

の
花

と
さ

れ
る

ひ
ま

わ
り

は
地

域
の

象
徴

で
も

あ
り

、
夏

季
に

開
催

さ
れ

る
サ

ン
フ

ラ
ワ

ー
フ

ェ
ス

は
全

国
的

に
も

有
名

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
地

域
に

太
陽

光
発

電
施

設
を

整
備

す
る

こ
と

は
、

他
地

域
よ

り
付

加
価

値
は

高
い

も
の

と
考

え
ら

れ
、

都
市

と
農

村
の

交
流

を
促

進
す

る
た

め
に

設
置

を
行

う
適

地
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

他
の

事
業

へ
の

重
複

申
請

（
予

定
も

含
む

）
は

な
い

か
（
あ

る
場

合
に

は
、

事
業

名
を

記
載

す
る

こ
と

）
該

当
な

し

体
験

交
流

機
能

に
加

え
宿

泊
機

能
を

備
え

た
施

設
を

整
備

す
る

場
合

に
は

、
実

施
要

領
の

運
用

に
定

め
る

基
準

を
満

た
す

と
と

も
に

、
そ

の
必

要
性

を
十

分
に

検
討

し
て

い
る

か
該

当
な

し

交
付

対
象

は
施

設
別

上
限

事
業

費
及

び
上

限
規

模
の

範
囲

内
か

処
理

加
工

・
集

出
荷

貯
蔵

施
設

に
つ

い
て

は
、

「
強

い
農

業
づ

く
り

交
付

金
実

施
要

領
」
（
平

成
1
7
年

４
月

１
日

付
け

1
6
生

産
第

8
2
6
2
号

農
林

水
産

大
臣

官
房

国
際

部
長

、
総

合
食

料
局

長
、

経
営

局
長

通
知

）
別

記
Ⅱ

の
第

１
の

２
の

（
４

）
の

ウ
の

基
準

に
照

ら
し

適
正

で
あ

る
か

該
当

な
し

他
の

事
業

と
の

合
体

施
行

等
の

場
合

、
事

業
費

の
按

分
等

が
適

正
に

行
わ

れ
て

い
る

か
他

の
事

業
と

の
合

体
施

工
等

を
行

う
も

の
で

は
な

い
。

地
域

間
交

流
拠

点
に

つ
い

て
は

、
延

べ
床

面
積

㎡
当

た
り

2
9
万

円
以

内
か

つ
延

べ
床

面
積

1
,5

0
0
㎡

以
内

で
あ

る
か

該
当

な
し

入
札

方
式

は
一

般
競

争
入

札
若

し
く
は

こ
れ

と
同

等
の

方
法

に
よ

る
な

ど
適

切
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

か
。

一
般

競
争

入
札

に
付

し
難

い
場

合
は

、
理

由
は

明
確

か
県

の
公

共
工

事
の

発
注

方
式

に
よ

り
、

一
般

競
争

入
札

若
し

く
は

こ
れ

と
同

等
の

方
法

に
よ

る
適

切
は

執
行

を
行

な
う

。

事
業

実
施

主
体

の
負

担
（
起

債
、

制
度

資
金

の
活

用
等

を
含

む
）
に

つ
い

て
十

分
検

討
さ

れ
、

適
正

な
資

金
調

達
計

画
と

償
還

計
画

が
策

定
さ

れ
て

い
る

か
財

政
と

協
議

を
行

な
い

、
適

正
な

資
金

調
達

計
画

と
償

還
計

画
が

策
定

を
行

な
っ

て
い

る
。


